
「津波は逃げるが勝ち！」揺れてから、
５分で逃げれば被災者０

ゼロ
！
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大
迫
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の
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節
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ク
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ル



　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
、人
口
の

現
状
を
分
析
し
、人
口
に
関
す
る

地
域
住
民
の
認
識
を
共
有
し
、今

後
目
指
す
べ
き
将
来
の
方
向
と
人

口
の
将
来
展
望
を
示
す
も
の
で
す
。

　

現
状
の
分
析
で
は
、総
人
口
、

年
齢
３
区
分
別
人
口
と
高
齢
化

率
、５
歳
階
級
別
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
の
推
移
に
つ
い
て
取
り
ま
と

め
、出
生
や
死
亡
が
要
因
と
な
る

「
自
然
増
減
」と
、転
入
や
転
出
が

要
因
と
な
る「
社
会
増
減
」の
推

移
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
現
状
と
課
題
の
整
理
と
し
て
、

「
生
産
年
齢
人
口
が
急
減
す
る
と

と
も
に
、老
年
人
口
の
増
加
の
速

度
が
や
や
鈍
り
つ
つ
あ
り
、本
市

は
、「
若
年
人
口
の
減
少
の
加
速
、

老
年
人
口
の
維
持・
微
減
」の
段

階
に
あ
る
」と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
自
然
減
と
社
会
減
が
同
時
に
進

行
す
る
尾
鷲
市
の
人
口
減
少
問
題

は
、地
域
経
済
や
地
域
社
会
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
極
め
て
深
刻

な
状
況
で
あ
り
、す
べ
て
の
住
民

と
市
内
に
所
在
す
る
企
業
、団
体

及
び
行
政
が
一
丸
と
な
っ
て
、こ

の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、将
来
展
望
で
は
、「
し
ご

と
」と「
ひ
と
」の
好
循
環
を
つ

く
る
と
と
も
に
、好
循
環
を
支
え

る「
ま
ち
」の
活
性
化
を
図
り
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、将

来
的
に
人
口
増
社
会
を
展
望
す
る

こ
と
を
前
提
と
し
て
、次
の
２
点

を
仮
定
し
て
お
り
ま
す
。

①
自
然
増
減
に
関
し
て
は
、合
計

特
殊
出
生
率
が
平
成
42
年
に

２・
１（
人
口
置
換
水
準
）を

達
成

②
社
会
増
減
に
関
し
て
は
、県
の

「
三
重
県
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」に

あ
る『
南
部
地
域
の
人
口
の
展

望
』に
準
拠
し
、平
成
47
年
ま

で
に
社
会
移
動
が
均
衡

　
こ
の
自
然
動
態
と
社
会
動
態
を

改
善
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、平
成

72
年
の
人
口
９
、０
１
８
人
を
確

保
で
き
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
将
来
展
望
を
実
現
す
る
た

め
に
、「
尾
鷲
市
ま
ち・
ひ
と・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」を
着
実
に

推
進
し
、「
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
」

の
創
生
と
好
循
環
の
確
立
を
図
り

ま
す
。

❷

尾鷲市人口ビジョン及び尾鷲市まち・ひと・しごと
創生総合戦略を策定しました～ビジョンと戦略の概要についてお知らせします～

尾
鷲
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

人口の将来展望
21,000 人

15,000 人

9,000 人

3,000 人
平成22年

20,030 人

11,402 人

10,326 人

6,275 人

9,018 人

国立社会保障・人口
問題研究所推計 尾鷲市人口ビジョンによる推計

2035 年までに移動均衡
その後は移動均衡を維持

2030 年以降
合計特殊出生率 2.10

平成27年 平成57年平成52年平成47年平成42年平成37年平成32年 平成72年平成67年平成62年



◆
目
的

　

人
口
減
少
は
、地
域
経
済

規
模
を
縮
小
さ
せ
、社
会
生
活

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
き
、
更

な
る
人
口
流
出
を
引
き
起
こ

す
悪
循
環
を
生
む
リ
ス
ク
が

あ
る
こ
と
か
ら
、「
静
か
な
る

危
機
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
は
、世
界
に
先
駆
け
て

「
人
口
減
少・
超
高
齢
社
会
」

を
迎
え
て
お
り
、こ
の
構
造
的

な
課
題
に
真
正
面
か
ら
取
り

組
む
た
め
、国
は
、平
成
26
年

11
月
28
日
に「
ま
ち・
ひ
と・

し
ご
と
創
生
法
」を
公
布・
施

行
し
、12
月
27
日
に「
ま
ち・ひ

と・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。

　
市
も
、第
６
次
尾
鷲
市
総
合

計
画（
計
画
期
間：
平
成
24
年

度
～
33
年
度
）で
、人
口
減
少

対
策
は
主
要
な
課
題
と
し
て

位
置
付
け
て
い
ま
す
。国
と
県

の「
ま
ち・
ひ
と・
し
ご
と
総

合
戦
略
」を
勘
案
し
な
が
ら

「
尾
鷲
市
ま
ち・ひ
と・し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」を
策
定
し
、

「
尾
鷲
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」で

示
し
た
将
来
人
口
の
達
成
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

◆
基
本
目
標・施
策

⑴
安
定
し
た
雇
用
を
創
出

す
る

①
農
林
水
産
物
の
ブ
ラ
ン

ド
化
の
推
進

②
食
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

③
後
継
者
対
策
、起
業
支
援
、

事
業・企
業
誘
致
の
推
進

④
世
界
遺
産
と
食
を
中
心

と
し
た
観
光
の
振
興

⑵
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
つ

く
る

①
定
住
の
促
進

②
移
住
の
促
進

③
情
報
発
信
の
促
進

⑶
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る

①
結
婚・出
産
支
援
の
充
実

②
子
育
て
し
た
い
ま
ち
づ

く
り

③
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち

づ
く
り

⑷
時
代
に
合
っ
た
地
域
を
つ
く

り
、安
心
な
く
ら
し
を
守
る

と
と
も
に
、地
域
と
地
域
を

連
携
す
る

①
地
域
特
性
を
活
か
し
た

尾
鷲
な
ら
で
は
の
地
域

づ
く
り

②
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り

③
地
域
と
地
域
を
連
携
す
る

◆
計
画
の
期
間

平
成
27
年
度
か
ら
平
成
31
年

度
ま
で
の
５
年
間
で
す
。

❸

尾鷲市人口ビジョン及び尾鷲市まち・ひと・しごと
創生総合戦略を策定しました～ビジョンと戦略の概要についてお知らせします～

尾
鷲
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略

安定した雇用を創出する 新しいひとの流れをつくる

「若い世代の結婚・出産・
子育ての希望をかなえる」

「 しごと」と「 ひと」
の好循環作り

平成 72 年
人口目標 9,018 人

好循環を支える「まち」の活性化

「時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守る
とともに、地域と地域を連携する」

お問い合わせ　市長公室　☎�８１３４



　
平
成
25
年
４
月
か
ら
可
燃
ご
み

の
有
料
化
が
始
ま
り
、２
年
半
が

過
ぎ
、可
燃
ご
み
の
収
集
量
は
有

料
化
前
に
比
べ
て
約
24
％
削
減
さ

れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、皆
さ
ん
の

ご
み
減
量
の
認
識
向
上
と
、ご
協

力
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、こ
の
可
燃
ご
み
の
中

身
を
調
べ
る
と
、ま
だ
ま
だ
資
源

物
の
混
入（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル・
ト

レ
イ・
新
聞
紙
な
ど
）が
あ
り
ま

す
。可
燃
ご
み
収
集
量
を
削
減
す

る
た
め
分
別
を
徹
底
し
、資
源
物

（
無
料
回
収
物
）を
抜
き
取
っ
て

く
だ
さ
い
。ま
た
、生
ご
み
は
、水

切
り
を
十
分
に
行
い
、水
分
の
少

な
い
状
態
で
出
し
て
、有
料
ご
み

袋
の
ダ
イ
エ
ッ
ト（
削
減
）を
し

ま
し
ょ
う
。

　
市
で
は
、９
月
10
日
か
ら
市
内

の
ご
み
減
量
等
に
つ
い
て
、市
民

の
皆
さ
ん
の
意
見
と
意
識
を
把
握

す
る
た
め
、無
作
為
で
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。そ
の
結

果
を
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
ご
み
の
減
量
や
資
源

の
分
別
を
行
な
っ
た
結
果
、20
％

を
超
え
る
可
燃
ご
み
の
削
減
と
な

り
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及

び
、環
境
課
、市
民
サ
ー
ビ
ス
課
、

各
地
区
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

❹

ごみの発生を抑制し、市民の皆さん・事業
者・行政が一体となり、ごみの少ないきれ
いなまちを目指します！

「
混
ぜ
れ
ば
ご
み
、分
け

れ
ば
資
源
」で
、ご
み

袋
の
ダ
イ
エ
ッ
ト

減量（ダイエット）
したごみ袋

分別

資源
ごみ

問　
生
ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
何

か
工
夫
を
し
て
い
ま
す
か
。

（
有
効
回
答
数
７
３
０
件
）

問　
ご
み
の
減
量
に
対
し
て
、燃

や
す
ご
み
有
料
化
の
前
後
に

関
わ
ら
ず
、現
在
家
庭
で
ど

の
よ
う
な
減
量
を
心
が
け
て

い
ま
す
か
。

（
有
効
回
答
数
７
３
０
件
）

水切りをしてから出している
料理を作りすぎや食べ残しに注意している

購入は計画的に行い、不用不急のものは買わないようにしている
特に何もしていない

生ごみで堆肥（肥料等）を作っている
その他
無回答

520 件
375 件

359 件
83 件

62 件
24 件

9 件

ペットボトルを分類している
資源プラスチック類を分類している（色付きトレイ含む）

紙類を分類している
白トレイを分類している

計画的に購入し、予めごみが発生しないように心掛けている

その他
無回答

599 件
581 件

516 件
459 件

328 件
158 件

14 件
19 件

4 件

ごみを細かくする等、隙間が生じない工夫により体積を減らしている

何もしていない

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果



❺

資
源
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
の
出
し
方

　

資
源
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
分

別
回
収
を
実
施
す
る
以
前
の
可

燃
ご
み
袋
に
は
、資
源
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
が
３
割
程
度
含
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

　

資
源
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
分

類
し
て
、分
別
回
収
す
る
こ
と

で
、ご
み
袋
の
使
用
枚
数
を
軽
減

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
資
源
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の

分
別
回
収
を
開
始
か
ら
２
年
経
過

し
て
い
ま
す
が
、依
然
と
し
て
一

部
に
違
反
が
あ
り
ま
す
。特
に
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
混
入
や
汚
れ
た

ま
ま
の
物
、硬
質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
の
混
入
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

●
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
き
れ
い
に

洗
っ
て
、ス
ー
パ
ー
な
ど
の
回

収
拠
点
に
設
置
し
て
い
る
ボ
ッ

ク
ス
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

●
汚
れ
が
落
ち
な
い
物
や
硬
質

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
可
燃
ご
み

と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
見
分
け
方
】

　

ハ
サ
ミ
で
簡
単
に
切
れ
る

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク（
ポ
リ
エ
チ
レ

ン
性
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
）が
該
当

し
ま
す
。硬
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

は
該
当
し
ま
せ
ん
。ま
た
、必

ず
汚
れ
の
な
い
状
態
で
出
し

て
く
だ
さ
い
。（
汚
れ
て
い
る

と
資
源
に
な
り
ま
せ
ん
）

　
特
定
家
庭
用
機
器
再
商
品
化
対

象
の
家
電
４
品
目
の
冷
蔵
庫（
冷

凍
庫
含
む
）・
洗
濯
機（
乾
燥
機
含

む
）・
エ
ア
コ
ン・
テ
レ
ビ（
液
晶・

プ
ラ
ズ
マ
含
む
）は
、電
気
製
品

小
売
店
等
に
引
き
渡
す
か
、郵
便

局
で
処
分
対
象
の
リ
サ
イ
ク
ル
券

を
購
入
し
て
、左
記
の
指
定
取
引

場
所
に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
指
定
取
引
場
所

協
和
運
送
有
限
会
社

矢
浜
一
丁
目
２
番
８
号

☎
�
０
９
４
６

　
市
で
は
消
火
器
を
処
分
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。消
火
器
は
、

購
入
し
た
小
売
店
等
に
引
き
渡

し
て
処
分
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、小
売
店
へ
出
せ
な
い
場
合

は
、左
記
の
と
こ
ろ
へ
連
絡
し

て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
連
絡
先

（
株
）消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
セ
ン
タ
ー

☎
０
３
‐
５
８
２
９
‐
６
７
７
３

資源プラスチック類として出せる物 資源プラスチック類として出せない物
（可燃物として出すもの）

汚れのない状態で出してください 資源にならない紙、プラスチック類は燃やすごみで出してく
ださい

※詳細は、各世帯へ配布している分別ガイドブックを参照してください。

ビニール袋 チューブ類 詰め替え等の
容器

ラップ パック トレイ類など

汚れたままの物 プラスチック模型

ＣＤやＤＶＤ ビデオテープ おもちゃなど

家
電
４
品
目
の
処
分

消
火
器
の
処
分

　
お
問
い
合
わ
せ

　
環
境
課　
☎
�
８
２
５
１

家電４品目の例



　市民の皆さんは、消防団をご存知ですか？
　今夏には、総務省消防庁及び東京消防庁全面協力で、消防団を舞台にし
たドラマ「ＨＥＡＴ」が放送されました。消防団は、地元住民の生命・身体・
財産を災害から第一線で守るため、欠かせない存在です。しかし、人口の
減少や団員の高齢化等により、全国的に消防団員が減少していて、尾鷲
市も例外ではありません。条例定数 260 人に対し、214 人（ 平成 27 年
11 月１日現在）と大幅に定員割れをしています。
　南海トラフ巨大地震により甚大な被害が予測される尾鷲市にとって、
市民を守るために第一線で活動する消防団員の確保は必要不可欠です。
そのため、消防団員の確保に繋げ、消防団員自身の更なる安全性、行動性
を高くするため、市消防団は、三重県内で一番早く全団員の活動服を更新
しました。（平成 27 年 11 月１日現在）上記で紹介した消防団を舞台に
した「ＨＥＡＴ」の活動服と同じモデルです。市消防団に入団すると、活
動服等の消防団活動に必要な被服等が貸与され、各種災害または訓練に
出動した際の手当や公務災害補償などの補償、また、功績があった場合に
は表彰もされます。
　消防団とは、「自らの地域は自らで守る」という郷土愛護の精神に基づ
いた、究極のボランティア精神を持った組織です。尾鷲市消防団条例の規
定により、18 歳以上であれば誰でも入団できます。
　今こそあなたのチカラが必要です。ともに尾鷲市を守るヒーローにな
りましょう。

お問い合わせ　防災危機管理室　☎㉓８１１８

❻

水源地域内で森林の土地取引を行う場合は事前
の届出が必要です

届 出 対 象 売買、贈与、交換、地上権、地役権、使用貸
借による権利、賃借権に関する契約

届 出 者 土地所有者など土地に関する権利を持っ
ている人

届 出 期 日 契約を締結しようとする日の 30 日前ま
で

届 出 先 知事（ 土地の所在地を管轄する三重県農
林（水産）事務所）

届 出 内 容 契約の当事者の氏名、住所、土地の所在
地・面積、所有権等の種別、利用目的など

適 用 除 外 取引の相手方が国や地方公共団体、森林
整備法人等の場合は届出不要です

森林の土地所有者届出制度は継続していますので、注意してください。

　三重県水源地域の保全に関する条例が施行されたことで、平成 28 年１月１日以降に水源地域内において
森林の土地取引を行う場合は事前届出が必要となります。

【森林の土地の所有者届出制度の概要】
　地域森林計画内の森林の土地を新たに取得した場合は、事後の届出として森林の土地の所有者届出を所有者となった日
から 90 日以内に市長に提出する必要があります。ただし、10,000㎡を超える場合は、国土利用計画法に基づく届出を提
出する必要がありますので、この場合には森林の土地の所有者届出は不要となります。
※土地の所在地によっては、水源地域における土地取引の事前届出を三重県知事に、森林の土地の所有者届出を市長に提
出する必要があります。

お問い合わせ　三重県尾鷲農林水産事務所　☎�３５０４　　木のまち推進課　☎�８２２４

■三重県水源地域の保全に関する条例の主旨
　水源地域としての森林を将来へ守り育てていくため、水
源地域の土地取引に事前届出制度などを定め、適正な土地
利用を確保し、森林の持つ水源のかん養機能の維持増進に
つなげます。

■水源地域の指定
　水源地域は、民有林の内、水源のかん養機能の維持増進を
図るため、保全する必要がある地域を市町や三重県森林審
議会の意見を聴いたうえで三重県知事が指定します。
●市内の水源地域

大字天満浦、大字南浦、大字中井浦、大字向井、大字大曽根
浦、大字行野浦、須賀利町、九鬼町、早田町、三木浦町、小
脇町、名柄町、三木里町、古江町、賀田町、曽根町、梶賀町

■事前届出制度の概要
　知事が指定する水源地域内の森林の土地の取引
が対象となります。

みなさんの生命と財産を守る消防団



❼

特
例
控
除
限
度
額
の
拡
充

　
平
成
28
年
度
以
後
の
個
人
住

民
税
か
ら
、都
道
府
県・
市
区

町
村
へ
の
寄
附
⾦
を
支
出
し
た

場
合（
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
た

場
合
）に
適
用
さ
れ
る
特
例
控

除
額
の
限
度
額
が
、個
⼈
住
⺠

税
所
得
割
額
の
10
％
か
ら
20
％

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

所
得
税
の
最
高
税
率
の
引
上
げ
に

伴
う
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
特
例

控
除
額
の
算
定
方
法
の
改
正

　

平
成
25
年
度
税
制
改
正
に

お
い
て
、平
成
27
年
分
以
後
の

所
得
税
の
最
高
税
率
が
40
％

か
ら
45
％
に
引
上
げ
ら
れ
た

こ
と
に
伴
い
、平
成
28
年
度
以

後
の
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る

特
例
控
除
額
の
算
定
に
用
い

る
所
得
税
の
限
界
税
率
が
、所

得
⾦
額
４
、０
０
０
万
円
超
の

場
合
は
45
％
と
す
る
こ
と
と

さ
れ
ま
し
た
。

申
告
特
例
控
除
の
創
設

（
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制
度
）

　
平
成
27
年
４
月
１
日
以
降
に

支
払
っ
た
都
道
府
県・
市
区
町

村
に
対
す
る
寄
附
金（
ふ
る
さ

と
納
税
）に
つ
い
て
、一
定
の

要
件
に
該
当
す
る
人
は
、所
得

税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確

定
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
な

く
、税
制
上
の
優
遇
措
置
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
が
創

設
さ
れ
ま
し
た（
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
特
例
制
度
）。こ
の
場
合
、所

得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
に

お
け
る
軽
減
額
に
相
当
す
る
額

が「
申
告
特
例
控
除
」と
し
て

個
人
市
民
税・
県
民
税
所
得
割

か
ら
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
場
合
は
、
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
特
例
制
度
の
適
用
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

①
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得

税
の
確
定
申
告
書
の
提
出
を

要
す
る
人
、提
出
し
た
人（
給

与
所
得
者
が
医
療
費
控
除
の

適
用
を
受
け
る
場
合
な
ど
）

②
申
告
特
例
申
請
書
を
提
出
し

た
都
道
府
県・
市
区
町
村
の

数
が
５
を
超
え
る
人

③
申
告
特
例
申
請
書
又
は
申
告

特
例
申
請
事
項
変
更
届
出
書

に
記
載
し
た
市
区
町
村
と
寄

附
し
た
年
の
翌
年
の
１
月
１

日
に
住
ん
で
い
る
市
区
町
村

が
異
な
る
人

④
平
成
27
年
１
月
１
日
か
ら
３

月
31
日
ま
で
に
都
道
府
県・

市
区
町
村
に
対
す
る
寄
附
金

を
支
払
っ
た
人

仮
徴
収
税
額
の
算
定
方
法
の
見
直

し（
特
別
徴
収
税
額
の
平
準
化
）

　
平
成
28
年
10
月
以
後
に
実
施

す
る
特
別
徴
収
か
ら
、特
別
徴

収
税
額
の
平
準
化
を
図
る
た

め
、仮
徴
収
税
額
が「
前
年
度

分
の
公
的
年
金
等
に
係
る
個
人

住
民
税
額
の
２
分
の
１
に
相
当

す
る
額
」と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、本
改
正
は
年
間
の
徴
収

税
額
の
平
準
化
を
図
る
た
め
、仮

徴
収
税
額
の
算
定
方
法
の
見
直

し
を
行
う
も
の
で
あ
り
、税
負
担

と
な
る
年
税
額
の
増
減
を
生
じ

さ
せ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

転
出・
税
額
変
更
の
場
合
の
特
別

徴
収
の
継
続

　

平
成
28
年
10
月
以
後
に
実

施
す
る
特
別
徴
収
か
ら
、公
的

年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
対
象

者
が
他
市
町
村
に
転
出
し
た

場
合
や
特
別
徴
収
の
税
額
変

更
が
生
じ
た
場
合
、一
定
の
要

件
の
も
と
で
特
別
徴
収
が
継

続
さ
れ
ま
す
。

　

住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控

除
の
適
用
期
間
が
１
年
６
カ
月

延
長
さ
れ
、平
成
11
年
１
月
１
日

か
ら
平
成
18
年
12
月
31
日
ま
で
、

ま
た
は
、平
成
21
年
１
月
１
日
か

ら
平
成
31
年
６
月
30
日
ま
で
に

居
住
の
用
に
供
し
た
場
合
に
適

用
さ
れ
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ

税
務
課　
☎
�
８
１
７
１

平成 28 年度から適用される
個人市県民税の税制改正について

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に

係
る
改
正

ふるさと納税をした場合の寄附金控除の計算方法
①と②の合計額を住民税額（所得割）から控除します。
①基本控除額

( 寄附金額 ー 2,000 円 ) × 10％ ( 市民税：６％＋県民税：４％ )
②特例控除額

( 寄附金額 ー 2,000 円 ) ×｛90％ ー 寄附者の所得税の税率：(0 ～ 45％ ) × 1.021｝
注意 寄附金額は、総所得金額等の 30% を限度とします。

②の額は個人住民税所得割額の 20% を限度とします。  

公
的
年
金
か
ら
の
特
別

徴
収
制
度
の
見
直
し

仮徴収額（４、６、８月） 本徴収額（１０、１２、２月）

改正前 前年度の２月分と同額 （年税額 - 仮徴収額）÷ 3

改正後 （前年度の年税額× 1/2）÷ 3 （年税額 - 仮徴収額）÷ 3

住
宅
借
入
金
等
特
別
税

額
控
除
の
延
長



❽

ご
み・し
尿

　
環
境
課　
☎
㉒
０
６
０
５

▼
ご
み
収
集

年
末

月・木
コ
ー
ス　
28
日
㈪
ま
で

火・金
コ
ー
ス　
29
日
㈫
ま
で

水・土
コ
ー
ス　
30
日
㈬
ま
で

持
ち
込
み
ご
み

28
日
㈪
の
午
後
３
時
30
分
ま
で

（
清
掃
工
場　
☎
㉒
３
２
４
５
）

年
始

月・木
コ
ー
ス　
４
日
㈪
か
ら

火・金
コ
ー
ス　
５
日
㈫
か
ら

水・土
コ
ー
ス　
６
日
㈬
か
ら

資
源
ご
み　
　

４
日
㈪
か
ら

持
ち
込
み
ご
み  

４
日
㈪
か
ら

▼
し
尿
収
集

年
末　
28
日
㈪
ま
で

　
※
申
し
込
み
は
16
日
㈬
ま
で

年
始　
４
日
㈪
か
ら

　

し
尿
の
く
み
取
り
は
計

画
的
に
日
程
を
決
め
て

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、急
な

申
し
込
み
に
対
応
で
き
ま

せ
ん
。
特
に
年
末
年
始
は

申
し
込
み
が
殺
到
し
ま
す

の
で
、十
分
に
余
裕
を
も
っ

て
早
く
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
課
窓
口

☎
㉓
８
１
６
１

　
年
末 　
28
日
㈪
ま
で

　
年
始 　
４
日
㈪
か
ら

※
29
日
㈫
か
ら
３
日
㈰
ま
で

の
戸
籍
に
関
す
る
届
け
出
は
、

守
衛
室（
☎
㉓
８
１
１
１
）で

預
か
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

水
道　
水
道
部　
☎
㉓
８
２
７
１

　
年
末　
28
日
㈪
ま
で

　
年
始　
４
日
㈪
か
ら

※
29
日
㈫
か
ら
３
日
㈰
ま
で

の
連
絡
は
、守
衛
室（
☎
�

８
１
１
１
）へ
。

市
か
ら
の
支
払
い

出
納
室　
☎
㉓
８
１
８
２

　
年
末25

日
㈮（
最
終
支
払
日
）

※
市
金
庫
業
務
は
28
日
㈪

ま
で

　
年
始　
４
日
㈪
か
ら

体
育
文
化
会
館　
☎
㉓
８
２
９
９

　
年
末　
28
日
㈪
ま
で

　
年
始　
４
日
㈪
か
ら

尾
鷲
総
合
病
院　
☎
㉒
３
１
１
１

　
年
末　
28
日
㈪
ま
で

　
年
始　
４
日
㈪
か
ら

※
29
日
㈫
～
１
月
３
日
㈰

は
、救
急
患
者
の
み
に
な

り
ま
す
。

年
末
年
始
の
業
務
案
内

　
平
成
28
年
１
月
か
ら
、社
会
保

障
、税
、災
害
対
策
の
窓
口
の
手

続
き
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
が

始
ま
り
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
利
用
す
る
手

続
き
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

●
国
民
健
康
保
険
の
手
続
き

●
後
期
高
齢
者
医
療
の
手
続
き

●
福
祉
医
療
費
助
成
の
手
続
き

●
児
童
手
当
の
手
続
き

●
介
護
保
険
の
手
続
き

●
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
手
続
き

●
障
害
者
手
帳（
身
体・療
育・精

神
）の
手
続
き

●
生
活
保
護
の
手
続
き

●
母
子
健
康
手
帳
の
手
続
き

●
未
熟
児
養
育
医
療
の
手
続
き

●
固
定
資
産
税
の
手
続
き

●
各
税
の
減
免
手
続
き

　
こ
れ
ら
の
手
続
き
を
行
う
と
き

は
、市
役
所
の
窓
口
で
個
人
番
号

の
確
認
と
本
人
確
認
を
行
い
ま
す

の
で
、個
人
番
号
が
分
か
る
書
類

（
通
知
カ
ー
ド
、個
人
番
号
カ
ー

ド
）と
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類

（
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
、個
人
番

号
カ
ー
ド
、保
険
証
と
介
護
保
険

証
な
ど
）を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、手
続
の
た

め
に
行
政
機
関
や
勤
務
先
な
ど
に

提
供
す
る
場
合
を
除
き
、む
や
み

に
他
人
に
提
供
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

の
お
問
い
合
わ
せ

全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０-

２
０-

０
１
７
８

平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５

時
30
分（
土・
日
曜
日
、祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.cas.go.jp/

jp/seisaku/bangoseido/

お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課　
☎
�
８
１
１
２

市
役
所
窓
口
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

利
用
し
た
手
続
き
が
始
ま
り
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
使
う
時
の

注
意
点



❾

平
成
28
年
度

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
児
童
を

募
集
し
ま
す

◆
募
集
児
童

　

昼
間
家
庭
に
保
護
者
な
ど

が
い
な
い
新
１
年
生（
平
成
28

年
４
月
入
学
予
定
の
人
）

◆
定
員
・場
所

①
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ

尾
鷲
幼
稚
園
２
階

定
員　
40
人

②
く
れ
よ
ん

尾
鷲
市
福
祉
保
健
セ
ン

タ
ー
４
階

定
員　
19
人

◆
利
用
時
間

平
日授

業
終
了
～午

後
５
時
30
分

土
曜
日

午
前
８
時
30
分
～

午
後
０
時
30
分

夏
休
み
な
ど
学
校
休
校
時

午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
30
分

休
園
日

日
曜・
祝
日・
年
末
年
始
な
ど

ク
ラ
ブ
の
定
め
る
日

◆
利
用
料

月
額
１
０
、０
０
０
円

※
児
童
扶
養
手
当
受
給
世
帯

は
７
、０
０
０
円

※
２
人
目
以
降
は
、そ
れ
ぞ
れ

半
額
に
な
り
ま
す
。

◆
申
込
期
間

12
月
１
日
㈫
～
11
日
㈮

※
申
請
書
は
12
月
１
日
㈫
か

ら
福
祉
保
健
課
で
配
布
し

ま
す
。

　
申
込・お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
保
健
課　
☎
�
８
２
０
２

　

市
で
は
共
働
き
な
ど
で
昼
間
に
保
護
者
が
い
な
い
家
庭

の
児
童
を
対
象
に
、放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ（
学
童
保
育
）「
わ

ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ
」と「
く
れ
よ
ん
」を
開
設
し
て
い
ま
す
。い

ろ
い
ろ
な
遊
び
や
学
習
を
取
り
入
れ
な
が
ら
充
実
し
た
時

間
を
提
供
し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
度

幼
稚
園
入
園
児
を
募
集
し
ま
す

　

幼
稚
園
は
、幼
児
の
健
や
か
な

成
長
を
促
し
、そ
の
後
の
義
務
教

育
の
基
礎
を
培
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。幼
稚
園
で
は
、次

の
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

①
園
児
と
の
信
頼
関
係
を
深
め
、

家
庭
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
適

切
な
指
導
を
工
夫
し
ま
す
。

②
友
だ
ち
や
地
域
の
人
た
ち
と

関
わ
る
中
で
人
と
か
か
わ
る

力
を
養
い
、自
分
も
友
だ
ち
も

大
切
に
す
る
気
持
ち
を
育
て

ま
す
。

③
保
護
者
と
の
信
頼
関
係
を
築

き
、共
に
子
育
て
を
進
め
る

場・
親
と
子
の
育
ち
の
場
と
な

る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

④
小
学
校
へ
ス
ム
ー
ズ
に
入
学
で

き
る
よ
う
に
、小
学
校
と
連
携

を
図
り
ま
す
。

◆
受
付
期
間

12
月
１
日
㈫
～
15
日
㈫

平
日 

午
前
９
時
～
午
後
４
時

◆
受
付
場
所

尾
鷲
幼
稚
園・三
木
幼
稚
園

※
入
園
申
込
書
は
各
幼
稚
園
で

配
布
し
ま
す
。

◆
保
育
年
齢

１
年
保
育（
５
歳
児
）

平
成
22
年
４
月
２
日
～
平

成
23
年
４
月
１
日
生

２
年
保
育（
４
歳
児
）

平
成
23
年
４
月
２
日
～
平

成
24
年
４
月
１
日
生

３
年
保
育（
３
歳
児
）

平
成
24
年
４
月
２
日
～
平

成
25
年
４
月
１
日
生

※
た
だ
し
、３
年
保
育
は
三
木

幼
稚
園
の
み
実
施

　
申
込・お
問
合
せ

　
　
教
育
総
務
課

　
☎
�
８
２
９
１

募集園児数
園名 所在地 保育期間 定員

尾鷲
幼稚園

中村町
４番 11 号

１年保育（５歳児） 35 人

２年保育（４歳児） 30 人

三木
幼稚園

三木浦町
391 番地

１年保育（５歳児） 30 人

２年保育（４歳児） 30 人

３年保育（３歳児） 10 人



◆
身
体
障
害
者
手
帳
と
は
、視
覚
、

聴
覚
、平
衡
機
能
、音
声・
言

語・
そ
し
ゃ
く
機
能
、肢
体
不

自
由
、
心
臓・
じ
ん
臓・
呼
吸

器・
ぼ
う
こ
う
ま
た
は
直
腸・

小
腸・
肝
臓・
免
疫
機
能
に
永

続
す
る
障
害
の
あ
る
場
合
に

交
付
さ
れ
、そ
の
程
度
に
よ
り

１
級
か
ら
６
級
ま
で
の
区
分

が
あ
る
手
帳
の
こ
と
で
す
。

◆
療
育
手
帳
と
は
、児
童
相
談
所

等
に
お
い
て
知
的
障
害
と
判

定
さ
れ
た
人
に
交
付
さ
れ
、そ

の
程
度
に
よ
り
Ａ
１
か
ら
Ｂ

２
ま
で
の
区
分
の
あ
る
手
帳

の
こ
と
で
す
。

◆
精
神
保
健
福
祉
手
帳
と
は
、定

の
精
神
障
害
の
状
態
に
あ
る

人
に
交
付
さ
れ
る
１
級
か
ら

３
級
ま
で
の
区
分
の
あ
る
手

帳
の
こ
と
で
す
。

　
障
害
者
手
帳
の
等
級
に
よ
り
、

所
得
税・
住
民
税
な
ど
の
控
除
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

　
自
動
車
税（
軽
自
動
車
税
）・自

動
車
取
得
税
に
つ
い
て
も
、障
害

者
手
帳
の
種
類
や
等
級
に
よ
り
減

免
が
受
け
ら
れ
ま
す
。控
除
を
受

け
る
際
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
条
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

①
障
が
い
者
医
療
費
助
成（
65
歳

以
上
重
度
心
身
障
害
者
医
療

費
助
成
）

　

障
害
者
手
帳
の
所
持
者
の

う
ち
、次
に
該
当
す
る
人
は
医

療
費
保
険
適
用
分
を
助
成
し

ま
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

◆
対
象
者

　

身
体
障
害
者
１
～
３
級

所
持
者
、療
育
手
帳
Ａ
１
、

Ａ
２
所
持
者
、精
神
保
健
福

祉
手
帳
１
級
所
持
者（
通
院

に
か
か
る
医
療
費
に
限
る
）

な
ど

②
自
立
支
援
医
療（
更
生
医
療・

育
成
医
療
）の
給
付

　

身
体
障
害
の
あ
る
人
の
更

生
に
必
要
な
治
療
で
あ
っ
て
、

そ
の
障
害
を
除
去
し
、ま
た

は
軽
減
し
日
常
生
活
を
容
易

に
す
る
こ
と
等
を
目
的
と
し

た
医
療
に
対
し
て
給
付
さ
れ

ま
す
。自
己
負
担
は
１
割
負

担
。世
帯
の
所
得
に
よ
り
上
限

額
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

※
医
師
の
意
見
書
が
必
要

で
す
。

※
入
院・
通
院
す
る
ま
で
に

申
請
が
必
要
で
す
。

③
自
立
支
援
医
療（
精
神
通
院
）

の
給
付

　

通
院
に
よ
る
精
神
疾
患
の

治
療
を
受
け
る
人
の
医
療
費

の
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。自
己

負
担
は
１
割
負
担
。世
帯
の
所

得
に
よ
り
上
限
額
が
決
定
さ

れ
ま
す
。

※
医
師
の
意
見
書
が
必
要

で
す
。

◆
特
別
障
害
者
手
当

　

20
歳
以
上
で
あ
っ
て
著
し

く
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ

り
、日
常
生
活
に
お
い
て
常
時

特
別
の
介
護
を
要
す
る
人
に

手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
月
額
】２
６
、６
２
０
円

❿

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
！

税
金

医
療
制
度

手
当
・
年
金
等

　
身
体
障
害
者
手
帳
、療
育
手
帳
、精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
は
、障
害
者
手
帳
に
記
載
さ
れ

た
障
害
の
種
類
、等
級
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
回
は
、主
な
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
ご
案
内
し
ま
す
。
な
お
、今
回
案
内
し
た
以
外
に
も
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り

ま
す
の
で
、詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

夜
光
反
射
材
着
用
促
進
重
点

地
区
と
は
、
地
域
か
ら
選
ば
れ

た「
夜
光
反
射
材
着
用
サ
ポ
ー

タ
ー
」が
夜
光
反
射
材
着
用
促
進

活
動
を
行
い
ま
す
。

①
夜
光
反
射
材
の
必
要
性

夜
間
、交
通
事
故
に
遭
わ
な
い

た
め
に
は
、ド
ラ
イ
バ
ー
に
自

分
の
存
在
を
早
く
知
ら
せ
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

②
夜
光
反
射
材
の
効
果

夜
光
反
射
材
が
車
の
ラ
イ
ト

に
反
射
し
て
、ド
ラ
イ
バ
ー
が

早
く
歩
行
者
、自
転
車
を
発
見

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ

市
民
サ
ー
ビ
ス
課
☎
㉓
８
２
５
０

　

12
月
１
日
㈫
か
ら
10
日
㈭
ま

で
、年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
運
動
の
重
点
を

●
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

平
成
27
年

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動

尾
鷲
駅
前
交
番
管
内
が
夜

光
反
射
材
着
用
促
進
重
点

地
区
に
指
定
さ
れ
ま
し
た



⓫

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

◆
障
害
児
福
祉
手
当　

　

20
歳
未
満
で
あ
っ
て
著
し

く
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ

り
、日
常
生
活
に
お
い
て
常
時

特
別
の
介
護
を
要
す
る
人
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

【
月
額
】１
４
、４
８
０
円

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

◆
障
害
基
礎
年
金（
国
民
年
金
）

　

障
害
程
度
が
国
民
年
金
法

施
行
令
別
表
の
等
級
表
に
該

当
す
る
20
歳
以
上
の
者
で
、一

定
期
間
の
保
険
料
納
付
条
件

を
満
た
し
て
い
る
人
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

【
年
額
】

　
１
級　
９
７
５
、１
０
０
円

　
２
級　
７
８
０
、１
０
０
円

※
ほ
か
に
障
害
厚
生
年
金
、障

害
共
済
年
金
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

◆
特
別
児
童
扶
養
手
当　
　

　

障
害
程
度
が
国
民
年
金
法

施
行
令
別
表
の
等
級
表
に
該

当
す
る
児
童
を
監
護
す
る
父

母
等
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

【
月
額
】

　
１
級　
５
１
、１
０
０
円

　
２
級　
３
４
、０
３
０
円

◆
有
料
道
路
通
行
料
金
割
引

　
身
体
障
害
者
手
帳
及
び
療
育

手
帳
所
持
者
の
有
料
道
路
通
行

料
金
が
半
額
に
な
り
ま
す
。

①
本
人
運
転

　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
す
べ
て

の
人
。

②
家
族
運
転

　

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た

は
療
育
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
人
の
う
ち
、重
度

の
障
害（
身
体
障
害
：
第
１

種
、療
育：Ａ
）を
持
っ
て
い

る
人
。

◆
Ｊ
Ｒ
及
び
私
鉄
運
賃
割
引

　

身
体
障
害
者
手
帳
及
び
療

育
手
帳
所
持
者
は
、手
帳
の
種

類
及
び
乗
車
距
離
等
に
よ
っ

て
条
件
が
異
な
り
ま
す
。条
件

が
合
え
ば
、運
賃
が
半
額
に
な

り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、乗
車
券
購
入
時

に
手
帳
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
バ
ス
運
賃
割
引

　

普
通
乗
車
券
が
半
額
に
な

り
ま
す
。

　

条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

運
賃
支
払
い
時
ま
た
は
乗
車

券
購
入
時
に
手
帳
を
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
の
減
免

【
全
額
免
除
】

　

障
害
者
手
帳
を
所
持
す

る
世
帯
員
全
員
で
市
民
税

が
非
課
税
の
世
帯

【
半
額
免
除
】

　
視
覚
障
害・
聴
覚
障
害
の

人
が
世
帯
主
の
場
合
、重
度

の
身
体・
知
的・
精
神
障
害

の
人
が
世
帯
主
の
場
合

◆
携
帯
電
話
割
引

　

携
帯
電
話
を
持
っ
て
い
て

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る

人
は
、基
本
料
金
半
額
等
の
割

引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
各
携
帯
電
話
販
売
窓
口
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
介
護
給
付・訓
練
等
給
付
事
業

　

居
宅
介
護（
ヘ
ル
パ
ー
派

遣
）、短
期
入
所（
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
）な
ど
介
護
の
支
援
を

受
け
ら
れ
ま
す
。

◆
補
装
具
の
支
給

　
日
常
生
活
の
能
率
向
上
を
図

る
た
め
に
、補
装
具
の
制
作・修

理
に
か
か
る
費
用
が
支
給
さ
れ

ま
す
。例
え
ば
、盲
人
安
全
杖
、

補
聴
器
、義
肢
、車
い
す
な
ど

◆
日
常
生
活
用
具
の
交
付

　

日
常
生
活
上
の
便
宜
を
図

る
た
め
の
用
具
を
給
付
ま
た

は
貸
与
し
ま
す
。た
だ
し
、障

害
種
別
や
等
級
等
の
条
件
が

あ
り
ま
す
。例
え
ば
、特
殊
寝

台
、ネ
ブ
ラ
イ
ザ
ー
、ス
ト
マ

用
具
な
ど
。

　
手
続
き
の
方
法
や
対
象
要
件
な

ど
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
の

で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
福
祉
保
健
課

　
☎
�
８
２
０
３

受
信
料
・
郵
便
な
ど

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

障
害
者
週
間

　

毎
年
12
月
３
日
か
ら
９
日

は
障
害
者
週
間
で
す
。

　
障
害
者
週
間
と
は
、日
本
国

民
の
間
に
広
く
障
が
い
者
福

祉
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
、障
が
い

者
が
社
会
、経
済
、文
化
そ
の

他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に

積
極
的
に
参
加
す
る
意
欲
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

週
間
で
す
。

交
通
手
段

●
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底

●
飲
酒
運
転
の
根
絶

と
し
て
、早
朝
街
頭
指
導・
ミ
ル

ミ
ル
ウ
エ
ー
ブ
等
、啓
発
活
動
を

実
施
し
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ

市
民
サ
ー
ビ
ス
課
☎
�
８
２
５
０

　

市
で
は
、平
成
27
年
度
電
源

立
地
地
域
対
策
交
付
金（
水
力

枠
）を
活
用
し
、10
月
に
２
ｔ
バ

キ
ュ
ー
ム
車（
し
尿
収
集
車
）を

更
新
し
ま
し
た
。今
後
も
自
然
や

生
活
環
境
を
保
全
す
る
た
め
、ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ

　
環
境
課　
☎
�
８
２
５
１

バ
キ
ュ
ー
ム
車（
し
尿
収

集
車
）を
更
新
し
ま
し
た

更新されたバキューム車



⓬

 

魚まつり（尾鷲魚市場）

イタダキ市会場で警察車両乗車体験

第30回尾鷲節コンクール（せぎやまホール）

パン作り講座（中央公民館）

英語でハロウィンを楽しもう♪（いきいき尾鷲っ子）

尾鷲ヒノキふれあいフェスタ（体育文化会館）

市内で行われたイベントや行事をご紹介します。

巨大津波合同防災訓練（早田町）



⓭

 

満１歳のお子さまの写真を随時募集しています !（誕生月と掲載月が異なる場合も掲載できます）
写真にお子さまの名前（よみがな）・保護者の住所・氏名・電話番号・コメントを添えて秘書広報係まで申し込みください。

谷
たに

 有
あ り さ

彩ちゃん
（小川東町、父・直哉 母・真紀）

11/ ４㈬  長座体前屈や 6 分間歩行などの体力測定研修
会が、市体育文化会館で行われました。参加した市老人
クラブ連合会の皆さんはとても元気で健康的でした。

11/ ９㈪ グリーンクラブや自治会の皆さんが、環境美化
活動による花の植え替えを行いました。道路沿いが色鮮
やかに変わりました。（銀杏通り、紀望大通りほか）

11/12 ㈭ 36 年間に亘る消防団活動の功績で、平成 27
年秋の叙勲 瑞宝単光章を受賞した元市消防団 団長の野
田知男さん。市長室で伝達式が行われました。

お菓子と果物が大好きな
絆ちゃん。
元気にすくすく育ってね。

直
な お え

江 絆
きずな

ちゃん
（中井町、父・竜一郎 母・知保）

11/18 ㈬ アクアステーションで「深層水を使った家庭
でできるそば打ち体験教室」が行われました。そば打ち
した時に出る香りは、食べる時とは違うようです。

我が家のアイドルあ～ちゃん。
これからも元気に成長して
ね♡

細
ほそかわ

川 彩
あ や の

乃ちゃん
（上野町、父・ 大輔 母・久栄）

おてんば娘のあーちゃんは
お兄ちゃんの宝物♡
兄妹仲良くね !!

座
ざ れ

禮 あゆりちゃん
（倉ノ谷町、父・敏伸 母・利佳）

あゆちゃん 1 歳おめでとう♡
元気いっぱいでいつもニコニ
コなあゆちゃん
お姉ちゃんたちと仲良くね。



　
メ
ア
ジ
は
ア
ジ
科
メ
ア
ジ
属
の

魚
で
、南
日
本
、全
世
界
の
熱
帯

と
亜
熱
帯
に
分
布
し
て
い
ま
す
。

　

当
地
で
は
ド
ン
パ
コ
と
呼
ば

れ
、主
に
定
置
網
で
漁
獲
さ
れ
た

も
の
が
水
揚
げ
さ
れ
ま
す
。

マ
ア
ジ
に
似
て
い
ま
す
が
、

最
大
で
約
30
㎝
と
マ
ア
ジ

よ
り
も
小
さ
く
、マ
ア
ジ
よ

り
も
目
が
大
き
く
、体
高

が
高
く
て
平
た
く
、黄
色
い

線
が
あ
る
こ
と
で
見
分
け

ら
れ
ま
す
。メ
ア
ジ
は
マ
ア

ジ
よ
り
も
南
方
系
で
、熱
帯

域
で
の
レ
ジ
ャ
ー
ダ
イ
ビ

ン
グ
で
は
、メ
ア
ジ
の
大
き

な
群
れ
が
し
ば
し
ば
観
察

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。ま

た
、マ
ア
ジ
を
ワ
ー
ム
な
ど

の
疑
似
餌
で
釣
る
ア
ジ
ン

グ
と
い
う
一
つ
の
釣
り
の

種
類
が
あ
り
ま
す
が
、奄
美

大
島
や
沖
縄
で
は
メ
ア
ジ
が
主
な

対
象
魚
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
、

同
じ
大
き
さ
で
も
メ
ア
ジ
の
方
が

マ
ア
ジ
よ
り
引
き
が
強
い
よ
う
で

す
。マ
ア
ジ
に
比
べ
る
と
脂
が
少

な
い
た
め
か
、値
段
は
マ
ア
ジ
の

10
分
の
１
程
度
で
す
が
、あ
る
図

鑑
で
は
食
味
が
高
く
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。こ
の
時
期
あ
ま
り
脂
が

乗
っ
て
い
な
い
マ
ア
ジ
に
比
べ
、

メ
ア
ジ
の
旬
は
秋
か
ら
冬
の
こ
の

時
期
に
脂
が
乗
っ
て
意
外
と
美
味

で
あ
り
、お
買
い
得
な
魚
で
す
。

　

マ
ア
ジ
と
同
様
、刺
身
、な
め

ろ
う
、フ
ラ
イ
、干
物
等
で
美
味

し
く
い
た
だ
け
ま
す
。

　
先
日
、九
鬼
町
の
真し
ん
が
ん
じ

巌
寺
に
お

邪
魔
し
た
と
き
、御
本
尊
の
木
造

薬
師
如
来
坐
像
の
隅
に
、墨
書
が

み
え
る
一
枚
の
木
板
が
置
か
れ
て

い
る
こ
と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。

住
職
に
許
可
を
得
て
拝
見
し
た
と

こ
ろ
、「
延
享
４（
１
７
４
７
）年

に
真
巌
寺
の
修
理
が
行
わ
れ
た
」

と
い
う
旨
が
記
さ
れ
て
い
ま
し

た
。こ
の
木
札
は
、い
わ
ゆ
る「
棟

札（
む
な
ふ
だ
）」だ
っ
た
の
で

す
。

  

『
国
史
大
辞
典
』に
よ
る
と
、棟

札
は
、主
に
建
物
名・
願
主・
工
匠

名・
上
棟
年
月
日
な
ど
を
書
き
、

建
物
の
棟
木
に
打
ち
付
け
ら
れ
る

も
の
で
、新
築・
修
理・
屋
根
替
の

際
に
造
ら
れ
た
よ
う
で
す
。古
く

は
棟
木
に
直
接
記
さ
れ
、鎌
倉
時

代
の
中
ご
ろ
以
降
に
棟
札
が
増
加

し
、南
北
朝
時
代
以
後
に
主
流
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。真
巌
寺
の
棟

札
に
は「
延
享
四
稔マ
マ

」と
書
か
れ

て
い
ま
す
か
ら
、江
戸
時
代
、つ

ま
り
棟
札
が
主
流
で
あ
っ
た
時
期

の
も
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、延
享
四
年
の
真
巌

寺
の
修
理
は
ど
う
い
っ
た
も
の

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。実
は

こ
の
棟
札
に
は「
堂
宇
修
覆
」と

記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、具
体
的

な
修
復
内
容
に
つ
い
て
記
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。し
か
し
、平
成
６

（
１
９
９
４
）年
に
刊
行
さ
れ
た

『
尾
鷲
市
史
年
表
』に
よ
る
と
、

延
享
４
年
に「
九
木
真
巌
寺
本
堂

の
屋
根
を
65
両
で
瓦
に
葺
替
え

る
」と
あ
り
ま
す
。つ
ま
り
、今

回
見
た
棟
札
は
、延
享
４
年
に
真

巌
寺
の
屋
根
を
瓦
に
葺
き
替
え

た
際
に
造
ら
れ
た
棟
札
だ
っ
た

の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、棟
札
は
そ
の
建

物
の
歴
史
を
知
る
手
が
か
り
に
も

な
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
家
に
も
、こ
う
い
っ

た
棟
札
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。

　
お
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課　
☎
�
８
２
８
１

⓮

棟む
な
ふ
だ札
を
読
む

メ

ア

ジ

き

ょ

う

い

く

あ

れ

こ

れ

真巌寺の棟札　平成 27 年９月２日撮影



　
尾
鷲
市
や
紀
北
町
の
高
速
道
路

沿
い
に
、ス
ス
キ
に
似
た
変
わ
っ

た
植
物
が
出
現
し
て
い
ま
す
。穂

が
ま
だ
付
い
て
い
な
い
時
期
に

は
、ス
ス
キ
か
な
と
思
っ
て
い
た

の
で
す
が
、秋
に
穂
が
出
て
、初

め
て
ス
ス
キ
で
は
な
い
こ
と
に
気

づ
き
ま
し
た
。ス
ス
キ
よ
り
数
倍

穂
が
長
く
、葉
の
幅
も
広
く
、草

丈
は
穂
の
長
さ
を
加
え
る
と
２
ｍ

以
上
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
い
ろ
い
ろ
調
べ
た
結
果
、ヨ
シ

ス
ス
キ
と
い
う
イ
ネ
科
植
物
で
サ

ト
ウ
キ
ビ
の
仲
間
で
あ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。ヨ
シ
ス
ス
キ
は

イ
ン
ド
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
に
か

け
て
自
生
し
、日
本
で
は
飼
料
や

道
路
法
面
等
の
緑
化
植
物
と
し

て
利
用
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

繁
殖
力
が
旺
盛
で
宮
崎
県
、長
崎

県
、大
分
県
、島
根
県
や
神
奈
川

県
な
ど
で
は
道
路
か
ら
周
囲
に
広

が
り
、野
生
化
し
て
い
る
そ
う
で

す
。三
重
県
内
で
は
今
の
と
こ
ろ

尾
鷲
市
や
紀
北
町
で
し
か
見
て
い

ま
せ
ん
。尾
鷲
市
内
で
は
ま
だ
道

路
の
法
面
だ
け
で
す
が
、紀
北
町

で
は
船
津
川
の
川
岸
に
も
生
え
て

い
ま
し
た
。

　
ヨ
シ
ス
ス
キ
の
よ
う
に
外
国
か

ら
来
て
日
本
に
定
着
し
た
植
物
は
、

帰
化
植
物
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た

が
、最
近
で
は
外
来
植
物
と
呼
ば
れ

た
り
し
ま
す
。外
来
植
物
に
は
そ
の

旺
盛
な
繁
殖
力
に
よ
り
在
来
の
植

物
を
圧
迫
す
る
種
が
多
く
見
ら
れ

ま
す
。ヨ
シ
ス
ス
キ
も
ス
ス
キ
な
ど

の
在
来
種
と
せ
り
あ
う
の
で
は
と

心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

⓯

　

メ
デ
ィ
ア
で
特
定
の
食
材
が

健
康
に
よ
い
と
報
じ
ら
れ
る
と
、

ス
ー
パ
ー
か
ら
そ
の
食
材
が
消
え

る
と
い
う
話
題
を
よ
く
耳
に
し
ま

す
。厚
生
労
働
省
が
平
成
26
年
に

と
り
ま
と
め
た「
健
康
な
食
事
」の

あ
り
方
に
関
す
る
報
告
書
の
中
に
、

「
健
康
な
食
事
は
、特
定
の
栄
養

素
や
特
定
の
成
分
を
指
す
も
の
で

も
、健
康
に
よ
い
と
の
う
た
い
文

句
で
出
回
っ
て
い
る
特
定
の
食
品

を
推
奨
す
る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。大
切
な
の
は
毎
日
の
食
事
で

す
。』と
あ
り
ま
す
。で
は
毎
日
の

食
事
を
ど
の
よ
う
に
す
る
こ
と
が

健
康
な
食
事
な
の
で
し
ょ
う
か
。

①
主
食

　

ご
は
ん
、パ
ン
、め
ん
類
な

ど
で
、
炭
水
化
物
を
多
く
含

み
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
素
に
な
り

ま
す
。

②
主
菜

　

魚
や
肉
、卵
、大
豆
製
品
な

ど
を
使
っ
た
お
か
ず
の
中
心

と
な
る
料
理
で
す
。た
ん
ぱ
く

質
や
脂
肪
を
多
く
含
み
体
を

つ
く
る
素
に
な
り
ま
す
。

③
副
菜

　

野
菜
や
海
藻
、き
の
こ
類
な

ど
を
使
っ
た
料
理
で
、体
の
調

子
を
整
え
る
た
め
の
ビ
タ
ミ

ン
、ミ
ネ
ラ
ル
、食
物
繊
維
を

多
く
含
み
ま
す
。

④
そ
の
他

　
牛
乳
・
果
物
類
は
カ
ル
シ
ウ

ム
と
ビ
タ
ミ
ン
補
給
の
た
め

に
１
日
そ
れ
ぞ
れ
２
０
０
グ

ラ
ム
ほ
ど
と
る
こ
と
が
推
奨

さ
れ
て
い
ま
す
。

※
平
成
27
年
９
月
か
ら
、「
主

食・
主
菜・
副
菜
を
組
み
合

わ
せ
た
食
事
推
奨
の
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
」と
し
て
次

の
よ
う
な
マ
ー
ク
が
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

食
事
の
お
い
し
さ
や
楽
し
さ

は
、食
材
や
調
理
法
か
ら
、空
腹

感
、自
分
の
歯
で
し
っ
か
り
と
か

め
る
こ
と
や
食
卓
の
雰
囲
気
に
い

た
る
ま
で
、様
々
な
要
素
が
関
係

し
て
い
ま
す
。食
事
を
楽
し
み
な

が
ら
食
べ
る
こ
と
は
体
だ
け
で
な

く
、心
の
健
康
と
も
密
接
に
関
係

し
て
い
る
の
で
す
。

　
近
年
食
の
安
全
性
に
関
し
て
関

心
が
高
ま
っ
て
お
り
、食
品
の
生

産
、流
通
な
ど
を
正
し
く
情
報
提

供
す
る
こ
と
が
重
要
視
さ
れ
て
い

ま
す
。平
成
27
年
４
月
に
食
品
表

示
法
が
新
た
に
施
行
さ
れ
、こ
れ

ま
で
の
食
品
表
示
が
見
直
さ
れ
ま

し
た
。情
報
を
上
手
に
使
い
、選

び
と
れ
る
力
を
養
う
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
和
食
に
は
一
汁
三
菜
と
い
う
言

葉
が
あ
る
よ
う
に
、昔
か
ら
日
本

で
は
主
食・主
菜・副
菜
が
そ
ろ
っ

た
食
事
と
、家
族
が
そ
ろ
っ
て
食

卓
に
つ
く
共
食
が
一
般
的
な
光
景

で
し
た
。日
本
が
世
界
で
も
有
数

の
長
寿
国
と
な
っ
た
背
景
に
は
、

こ
う
い
っ
た
食
生
活
が
あ
っ
た
か

ら
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
の

１
年
と
と
も
に
こ
れ
ま
で
の
食
生

活
を
振
り
返
り
、心
身
共
に
健
康

な
食
事
で
新
年
を
迎
え
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
お
問
い
合
わ
せ

健
康
長
寿
推
進
係
☎
�
３
８
７
１

 

健
康
な
食
事

み
ん
な
で
健
康
づ
く
り

主
食・
主
菜・
副
菜
で
バ
ラ

ン
ス
良
く

健
康
な
食
事
を
と
れ
て
い

ま
す
か
？

食
事
は
お
い
し
く
、楽
し
く

自
分
で
選
ぶ
力
を
養
う

続 

尾
鷲
の
植
物
誌

（
イ
ネ
科
）

ヨシススキ



⓰

熊野古道センター お問い合わせ　熊野古道センター　☎�２６６６
ホームページ  http://www.kumanokodocenter.com/

　毎週日曜日は、申込不要で参加できる「その場でできる体験教室」（午後 1 時～3 時受付、メニュー週替わり）を
開催しています。
12 月の予定：６日（鍋敷きづくり）・13 日（はしづくり）・20 日（紙飛行機）・27 日（杉の貯金箱）

※都合により変更する場合があります。

◎特別展「海山郷土資料館 館蔵品展」
　郷土の歴史と暮らしを伝える「海山郷土資料館」
で所蔵されている資料を展示します。
◇期　間　12月 12日㈯～平成28年１月31日㈰

午前 10時～午後 5時
※ 12月 31日、１月１日休館

◇入場料　無料

◎企画展「御浜窯の魅力」
　昭和 34 年頃から御浜町神木で作られていた陶器

「御浜窯」の歴史と、作品を通して御浜窯の魅力を紹介
します。
◇日　時　12 月５日㈯～平成 28 年２月 14 日㈰

午前 9 時～午後 5 時
※ 12 月 31 日、1 月 1 日休館

◇入場料　無料

◎お正月スペシャル体験教室
　ご家族で楽しめるお正月ならではの体験イベント
を開催します。
●連凧つくり

◇日　時　１月２日㈯　午前 10 時～ 12 時
◇参加料　200 円
◇定　員　20 人 ( 要事前申込・先着順 )

●餅つき
◇日　時　１月３日㈰

午後１時～（なくなり次第終了）
◇参加料　無料（事前申込不要・先着順）
協力：芳向会の皆さん

●干支（申）折紙の飾りものづくり
　◇日　時　１月３日㈰　午後１時～２時受付
　◇参加料　300 円
　◇定　員　30 人（事前申込不要・先着順）
　◇講　師　折紙サークルの皆さん

◎ロビー展「尾鷲道開通 100 周年記念展 大台
ケ原と尾鷲道」
　尾鷲市と奈良県大台ケ原を結ぶ登山道の尾鷲道が
開通してから今年で 100年を迎えることを記念し、
尾鷲道と大台ヶ原を紹介する写真展を開催します。
◇期　間　～平成28年１月11日㈰

午前９時～午後５時
※ 12月 31日、１月１日休館

◎体験学習「ひのきアート教室 お正月飾り」
　地元の特産品である尾鷲の間伐材や薄く削ったひ
のきシートをつかって、来年の干支である申の正月
飾りを作ります。
◇日　時　12月 20日㈰

午後１時～４時
◇定　員　10人（要申込、先着順）
◇参加料　1,000 円
◇講　師　NPO法人海虹路
◇申　込　12月 19日㈯午後５時まで

年末年始休館日のお知らせ
年末年始の休館日は、12 月 31 日㈭から平成 28 年 1 月 1 日㈮までです。
年始の開館日は、平成 28 年１月２日㈯午前９時からです。お間違えのないよう確認をお願いします。

受験資格

15 歳 以 上 17 歳 未
満の男子

18 歳 以 上 27 歳 未
満の男子

試験日
平成 28 年１月９日㈯～ 11 日㈪

（いずれか１日）

平成 28 年 1 月 23 日㈯

受付時にお知らせします。

受付期間

～ 12 月４日㈮

～平成 28 年１月８日㈮

年間を通じて行っています。

推薦

一般

採用種目

高等工科学校
生徒

自衛官候補生
（任期制）

陸上自衛隊高等工科学校等学生の募集
防衛省では、平成 28 年春採用予定の陸上自衛隊高等工科学校生徒を募集しています。
　お問い合わせ　東紀州自衛官募集事務連絡会（防災危機管理室）　☎�８１１８
　　　　　　　　自衛隊熊野地域事務所　　　　　　　　　　　　  ☎０５９７ ‐ ８５ ‐ ２２１４



⓱

当 番 医

当 番 薬 局

時間は原則として午前９時〜午後５時
救急医療情報システムは☎�１１９９
◎ 変更する場合もあります。
◎ 紀北医師会
　 http://www.kihoku-med.or.jp/

　各診療所での休日診療は、原則、第１・
３・５日曜日です。なお尾鷲総合病院で
は、すべての休日に紀北医師会の当番医
が一次診療を行っています。
月　日 医　院　名 電　話

12/ ６ きば内科クリニック �３５３５

12/20 長野内科小児科 �８５０１

月　日 薬　局　名　
12/ ６ イシブチ薬局古戸センター※

12/13 く ろ だ 薬 局 病 院 前

12/20 く ろ だ 薬 局 病 院 前

12/23 く ろ だ 薬 局 病 院 前

12/27 く ろ だ 薬 局 病 院 前

午前９時～午後５時
※ 午前９時～午後６時

休日の急病はこちら

配
布
先

　
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

完
歩
達
成
者

（
※
順
不
同　
敬
称
略
）

奥
の
細
道
Ｏ
Ｐ
５　
世
古 

將

奥
の
細
道
Ｏ
Ｐ
３　
谷
口
勇
吉
、川
口
孝
子

⑯
奥
の
細
道
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１　
梶
田
美
織

⑭
北
海
道
～
札
幌
～
函
館
編

東 

五
百
三
、梶
田
卓
斌
、舟
瀬 

蔀

⑫
北
海
道
～
稚
内
～
北
見
編

上
岡
雅
代
、桑
原 

保

⑪
九
州
熊
本
～
門
司
編　

内
山
千
美
子

⑨
九
州
周
防
灘
～
日
向
灘
沿
い
編

奥
村 

瞳

⑦
土
佐
の
国
編

岩
崎
康
知
、中
村
み
の
り

⑥
阿
波
の
国
編　
榎
本
静
代
、岡 

明
子

⑤
周
防
灘
編　
川
口
千
佳
子
、大
川
善
士

④
瀬
戸
内
編

岩
本 

肇
、庄
司
あ
や
め
、川
上
教
子
、亀

田
美
貴
子
、川
上
尚
美
、中 

都
美

③
奈
良・京
都　
山
本
克
子
、世
古
政
治
、大

川
く
す
み
、大
川
欽
生
、堀
口
敏
弘
、川

上
忠
子
、田
村 

勝
、向
井
多
寿
子

②
東
海
道
編

大
川
か
ゆ
り
、中
森
委
代
、東 

千
代
子
、

竹
内
和
子
、田
中
美
子

お
問
い
合
わ
せ

　
　
健
康
長
寿
推
進
係　
☎
�
３
８
７
１

「
て
く
て
く
ウ
ォ
ー
ク
60
万
歩

の
旅
」で
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
よ
り
楽
し
み
な
が
ら
続

け
ら
れ
る「
て
く
て
く
ウ
ォ
ー
ク
60
万
歩
の

旅
」マ
ッ
プ
を
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。

◆子宮頸部・体部がん検診は、下記の医療機関で随時、受診することが
できます。

尾鷲総合病院 ☎� 3111、上田医院 ☎� 1329、
海山レディースクリニック ☎� 0888

◆申込先  健康長寿推進係 ☎� 3871、北輪内センター ☎� 2004
　　　　　　　　　お問い合わせ　健康長寿推進係　☎�３８７１

◎胃がん・肺がん検診（自己負担金があります）
実施日 受付時間 場所 定員

12 月 17 日㈭
※受付中です。

8:00 ～ 8:30 三木里コミュニティーセンター 胃がん50人
肺がん100人10:00 ～ 10:30 福祉保健センター

こころの悩みや不調を抱えていませんか。保健師による「こころの健康相談」
を行っています。お気軽に下記までお問い合わせください。こころの健康相談

お問い合わせ　健康長寿推進係　☎�３８７１
【相談内容】こころの健康についての相談
【日時・場所】ご相談に応じます。※電話でも相談できます。

◎ K
コ コ
oko（心）K

カ ラ
ara（体）健康ウォーキングデー

コース・日時 集合場所など
賀田まちなか

アレンジコース
　約 2.5㎞

※賀田の見どころ
ポイント見学を
します。

12 月 15 日㈫
賀田へ直接行く場合
午前９時～正午

ＪＲを利用する場合
午前８時 15 分～

午後 0 時 30 分

賀田へ直接行く場合
集合場所　賀田観光トイレ
受付時間　午前９時～９時 20 分
※駐車場：賀田駅前広場

ＪＲを利用する場合
集合場所　野地町児童公園
受付時間　午前 8 時 15 分～ 8 時 30 分
尾鷲駅発　午前 9 時 2 分
※他の駅から乗る場合は、申し込みする時に

伝えください。
【帰りの時間】

午前 11 時 59 分　賀田駅発（ＪＲ乗車）
午後  ０時 26 分　尾鷲駅着　解散

【持ち物】お茶、タオル、健康 HAPPY ポイント手帳、運賃（片道 320 円）
※切符は受付終了後、各自で購入してください。
※必ず、事前に下記まで電話か直接申し込みしてください。
※申し込み受付中です。（平日の午前８時 30 分～午後５時 15 分）
※参加費無料　※雨天の場合中止。

申込・お問い合わせ　健康長寿推進係　☎�３８７１



１
日
㈫　
本
会
議（
開
会
日
）

７
日
㈪　
本
会
議（
質
疑
、一
般
質

問
）

８
日
㈫　
本
会
議（
一
般
質
問
）

９
日
㈬　
本
会
議（
一
般
質
問
）

10
日
㈭　
総
務
産
業
常
任
委
員
会

11
日
㈮　
生
活
文
教
常
任
委
員
会

14
日
㈪　
地
方
創
生
ま
ち
づ
く
り

特
別
委
員
会

15
日
㈫
～
16
日
㈬

予
算
決
算
常
任
委
員
会

18
日
㈮　
本
会
議（
閉
会
日
）

※
本
会
議
、各
委
員
会
に
つ
い
て

は
、エ
リ
ア
ワ
ン
セ
グ（
防
災

行
政
無
線
）及
び
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
生
放
送
を
行
い
ま

す
。な
お
、エ
リ
ア
ワ
ン
セ
グ

端
末
は
、27
年
度
中
に
全
世
帯

に
配
付
さ
れ
る
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、ま
だ
配
付
、

調
整
の
済
ん
で
い
な
い
世
帯

の
皆
さ
ん
に
は
、大
変
ご
不
便

を
お
掛
け
し
ま
す
。ま
た
、録

画
放
送
に
つ
い
て
は
、エ
リ
ア

ワ
ン
セ
グ
で
は
定
例
会
閉
会

２
日
後
の
午
前
９
時
及
び
午

後
６
時
か
ら
、一
般
質
問
の
み

放
送
い
た
し
ま
す
。（
一
般
質

問
人
数
に
よ
り
２
～
３
日
間

に
分
け
て
放
送
）イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
は
、生
放
送
終
了
後

す
ぐ
に
見
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。

※
日
程
は
、都
合
に
よ
り
変
更
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
議
会
事
務
局

　
☎
�
８
２
１
２

◎
特
設
人
権
相
談（
要
予
約
）

　
７
日
㈪　
午
前
10
時
～
正
午

　
大
瀬
欣
子　
人
権
擁
護
委
員

◎
司
法
書
士
相
談

　
15
日
㈫　
午
前
10
時
～
正
午

　
森 

秀
世　
司
法
書
士

◎
無
料
法
律
相
談（
要
予
約
）

　
21
日
㈪

午
前
11
時
～
午
後
３
時
40
分

　
大
川
哲
次　
弁
護
士

◎
行
政
相
談（
要
予
約
）

　
24
日
㈭　
午
前
10
時
～
正
午

　
川
上
輝
佐
子　
行
政
相
談
委
員

　
申
込・お
問
い
合
わ
せ

　
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

☎
�
８
２
５
０

◎
児
童
相
談・女
性
相
談

　
８
日
㈫

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
申
込・お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
福
祉
保
健
課

　
☎
�
８
２
０
１

◎
三
重
大
学
連
携
室
相
談

16
日
㈬

　
午
前
10
時
～
正
午

　
午
後
１
時
～
４
時

　
※
前
日
午
後
１
時
ま
で
に
予
約

　
　
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
相
談
日
は
変
更
す
る
場
合
が

　
　
あ
り
ま
す
。

　
申
込・お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
市
長
公
室　

☎
�
８
１
３
４

　
市
で
は
、次
の
と
お
り
社
会
福

祉
大
会
を
行
い
ま
す
。小・
中
学

校
の
福
祉
協
力
校
に
通
う
児
童・

生
徒
の
福
祉
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
入

選
作
品
の
発
表
や
表
彰
も
あ
り
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

12
月
５
日
㈯ 

午
前
10
時
～

◆
場
所

中
央
公
民
館

◆
内
容

第
１
部

顕
彰
式
典

第
２
部

福
祉
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
入

選
作
品
の
発
表・
表
彰
、実

践
発
表

　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
福
祉
保
健
課

☎
�
８
１
９
２

　
マ
イ
は
し
文
化
の
普
及
と
定
着

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、正
月

前
の
時
期
に
福
取
箸
を
作
り
、そ
の

作
品
を
第
５
回
尾
鷲
ヒ
ノ
キ 

マ
イ

は
し
コ
ン
テ
ス
ト（
平
成
28
年
２

月
開
催
予
定
）に
出
展
し
ま
す
。

◆
日
時

12
月
５
日
㈯

　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

（
受
付　
午
前
９
時
20
分
～
）

◆
場
所

中
央
公
民
館

◆
定
員

20
人

◆
申
込

12
月
２
日
㈬
ま
で

※
但
し
、定
員
に
な
り
次
第
、

締
め
切
り
ま
す
。

◆
準
備
す
る
物

汚
れ
て
も
よ
い
服
装・タ
オ
ル

◆
材
料
費

３
０
０
円

※
材
料
は
、中
央
公
民
館
で
用

意
し
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ

中
央
公
民
館　
☎
�
０
０
０
１

有
料
広
告
欄

広告を掲載しませんか？
「広報おわせ」に掲載希望の広告を募集します。
２月号の締め切りは、12 月 23 日㈬です。
大きさ １枠　縦 50㎜×横 80㎜ 詳しくは、

お問い合わせ
ください。

市長公室
☎�８１３２

掲載料
１枠につき月額
市内業者　１０，０００円
市外業者　１５，０００円

市県民税４期、国民健康保険税７期、後期高齢者保険料６期の納期限は 12 月 28 日㈪です。
　　税務課　☎�８１７３

市
民
相
談

⓲

第
27
回

尾
鷲
市
社
会
福
祉
大
会

平成 26 年度四季の尾鷲フォトコンテスト冬部
門優秀賞作品「収穫」山城伸介さん撮影

お
し
ら
せ

第
４
回
市
議
会
定
例

会
の
日
程

公
民
館
マ
イ
箸
作
り



　
平
成
27
年
度
の
成
人
式
を
次
の

日
程
で
開
催
し
ま
す
。市
内
に
住

民
票
の
あ
る
新
成
人
に
は
入
場
券

を
郵
送
し
ま
す
が
、入
場
券
が

な
い
人
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

早
め
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
開
催
日

　
平
成
28
年
１
月
10
日
㈰

◆
受
付

　
午
前
９
時
30
分
～
10
時
20
分

◆
式
典

　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

◆
場
所

尾
鷲
市
民
文
化
会
館

（
せ
ぎ
や
ま
ホ
ー
ル
）

◆
対
象

平
成
７
年
４
月
２
日
～
平
成

８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
生
涯
学
習
課

☎
�
８
２
９
３

　
図
書
館
で
は
ク
リ
ス
マ
ス
の
特

別
企
画
を
開
催
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
開
催
日

　
12
月
17
日
㈭

第
１
部 

お
は
な
し
会

（
自
由
参
加
）

・
時
間

午
後
３
時
～
３
時
30
分

・
場
所　
図
書
館　

・
対
象　
幼
児
～
小
学
生

・
内
容　
大
型
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
ほ
か

第
２
部 

ク
リ
ス
マ
ス
小
物
づ

く
り（
要
申
込
）

・
時
間

午
後
３
時
30
分
～
４
時
30
分

・
場
所 　
図
書
館　

・
対
象   
幼
児（
親
子
で
）～

小
学
生　
20
人

・
内
容　
ら
く
ら
く
型
抜
き

ア
ー
ト

・
材
料
費　

 

１
人 

２
０
０
円　

 

◆
申
込

12
月
４
日
～（
電
話
可
）

　
お
問
い
合
わ
せ

図
書
館　
☎
�
８
２
８
２

　
平
成
28
年
度
の
公
立
小
中
学
校

に
お
け
る
教
職
員
の
欠
員・産
休・

育
休
な
ど
に
伴
う
補
充
の
た
め
の

講
師
、養
護
助
教
諭
、事
務
補
助

員
、学
校
栄
養
補
助
員
と
し
て
登

録
を
希
望
す
る
人
を
対
象
に
、次

の
と
お
り
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。な
お
、希
望
者
は
応
募
書
類

を
12
月
４
日
㈮
～
平
成
28
年
１
月

15
日
㈮
の
期
間
に
教
育
委
員
会
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

１
月
23
日
㈯　
午
前
９
時
～

　
※
受
付
は
午
前
８
時
30
分
～

◆
場
所

東
長
島
公
民
館

　
お
問
い
合
わ
せ

　
教
育
総
務
課　
☎
�
８
２
９
２

　
今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
は

手
作
り
し
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時

12
月
18
日
㈮

午
後
１
時
30
分
～

◆
定
員

10
人（
定
員
に
な
り
次
第
、締

め
切
り
と
な
り
ま
す
。）

◆
場
所

矢
浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

◆
材
料
費

８
０
０
円

◆
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン・
手
拭
き
用
タ
オ

ル・三
角
巾
等

　
申
込・お
問
い
合
わ
せ
は

矢
浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

☎
�
６
３
６
７

　

三
重
県
の
最
低
賃
金
が
10
月

１
日
か
ら
、時
間
額
７
５
３
円
か

ら
18
円
引
き
上
げ
ら
れ
、時
間
額

７
７
１
円
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、特
定
の
産
業
に
該
当

す
る
事
業
場
で
働
く
労
働
者
に

は
、別
に
特
定
最
低
賃
金
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ

三
重
労
働
局
労
働
基
準
部

☎
０
５
９
‐
２
２
６
‐
２
１
０
８

◆
相
談
内
容

遺
言
、相
続
、任
意
後
見（
高

齢
者
等
の
財
産
管
理
）ほ
か

◆
日
時

12
月
20
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
５
時

◆
場
所　
新
宮
公
証
役
場

お
問
い
合
わ
せ

新
宮
公
証
役
場

☎
０
７
３
５
‐
２
１
‐
２
３
４
４

海の幸・山の幸！　尾鷲の名産がお買い得 !!

1 2 月 5日㈯・1 9日㈯
午前８時 30 分～午後０時 30 分　尾鷲魚市場
お問い合わせ　尾鷲商工会議所　☎�２６１１
　　　　　　　水産商工食のまち課
出店者募集中 !! 詳しくは、お問い合わせを。

 

「三木浦こいやぁ」は 12月19日㈯開催予定です。

　　老人クラブ 12 月の講座　老人クラブ連合会　☎�７９４１
講座名 日　　時 講座名 日　　時

カラオケさくら ７・21 日 午前９時 30 分～ コ ー ラ ス 17 日 午後１時 30 分～

カラオケたんぽぽ 14・25 日 午前９時 30 分～ 民 謡 ３・17 日 午前 10 時～

俳 句 14 日 午後１時 30 分～ 生 花 11・28 日 午前９時 30 分～

折 り 紙 ８・22 日 午前９時 30 分～ 日 舞 ４・18 日 午前 10 時～

書 道 ２・16 日 午前９時 30 分～ 詩 吟 11 日 午後１時 30 分～

茶 道 ２・16 日 午後０時 30 分～

⓳

第
58
回

尾
鷲
市
成
人
式

図
書
館
の
ク
リ
ス
マ

ス
特
別
企
画

新
年
度
の
講
師
等

希
望
者
登
録

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ

作
り

三
重
県
最
低
賃
金

の
改
正

日
曜
・
無
料
遺
言

公
証
法
律
相
談



こ
の
冬
の
予
報
は
、「
あ
ま
り

雪
が
ふ
ら
な
い
」と
の
こ
と
。

普
段
か
ら
暖
か
い
気
候
の
尾
鷲
に

は
、そ
れ
ほ
ど
影
響
は
な
い
予
報
だ

と
思
い
ま
す
が
、た
ま
に
は
雪
だ
る

ま
が
作
れ
る
く
ら
い
の
雪
が
ふ
っ
て

も
い
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

年
の
瀬
が
近
づ
い
て
ま
い
り
ま

し
た
。12
月
は
ク
リ
ス
マ
ス
や

忘
年
会
、大
晦
日
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。最
後
の
ひ

と
月
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
ま
し
ょ
う
。

　
年
賀
状
も
書
か
か
な
け
れ
ば・・・、

最
近
、印
刷
が
多
く
な
っ
て
き
た
の

で
、心
温
ま
る
筆
ペ
ン
で
の
手
書
き

が
お
す
す
め
で
す
。

12
月
に
よ
く
あ
る
こ
と

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
に
乗
っ
て
い
る

サ
ン
タ
の
お
菓
子
、兄
弟
で
取
り
合

い
し
が
ち
。

《
一
般
図
書
》

・
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
の
半は

ん
ぶ
ん分
は　
　
近こ

ん
ど
う藤　
史ふ

み
え恵　
著

　
三
十
歳
目
前
の
真
美
は
青
い
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
を

衝
動
買
い
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、憧
れ
の
Ｎ
Ｙ
に

一
人
旅
す
る
こ
と
を
決
意
す
る
。そ
の
鞄か

ば
ん
は
友
人
達

に
も
バ
ト
ン
さ
れ
て
い
き
、旅
を
き
っ
か
け
に
そ
れ

ぞ
れ
の
何
か
が
変
わ
っ
て
い
く
…
。旅
に
出
て
み
た

く
な
る
、少
し
切
な
く
て
優
し
い
物
語
で
す
。

・
京き

ょ
う
と都
の
ち
い
さ
な
美び

じ
ゅ
つ
か
ん

術
館
め
ぐ
り　
　
岡お

か
や
ま山　
拓た

く　
ほ
か　
著

　
行
楽
の
秋
、芸
術
の
秋
に
ぴ
っ
た
り
の
一
冊
。

　
京
都
を
中
心
に
、大
阪・
兵
庫・
奈
良
の
個
性
的

な
美
術
館・
ギ
ャ
ラ
リ
ー・
資
料
館
な
ど
八
十
館

を
、美
し
い
写
真
と
て
い
ね
い
な
解
説
で
紹
介
し

て
い
ま
す
。ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
美
術
館
が
た
く

さ
ん
。『
行
っ
て
み
た
い
！
』こ
だ
わ
り
の
美
術
館

が
見
つ
か
る
と
い
い
で
す
ね
。

そ
の
他

・
わ
が
心
の
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー 　
　
浅あ

さ
だ田　
次じ

ろ
う郎　
著

・
書
店
主
フ
ィ
ク
リ
ー
の
も
の
が
た
り　
　

 

ガ
ブ
リ
エ
ル・ゼ
ヴ
ィ
ン　
著

《
児
童
図
書
》

・
と
ん
ち
ず
も
う 

だ
い
ど
こ
ろ
ば
し
ょ　
　
入い

り
ふ
ね
て
い

船
亭　
扇せ

ん
り里　

文

　
「
と
ん
ち
ず
も
う
」の
土
俵
は
台
所
で
す
。え
だ

ま
め
に
は
、え
ん
ど
う
ま
め
。じ
ゃ
が
い
も
に
は
、

さ
と
い
も
。む
す
び
の
い
ち
ば
ん
は
、ゆ
う
が
た
に

は
、よ
る
。「
は
っ
け
よ
ー
い
、の
こ
っ
た
、の
こ
っ

た
！
」。

　
落
語
家
に
よ
る
、言
葉
あ
そ
び
の
楽
し
い
絵
本

で
す
。

そ
の
他

・
ま
ほ
う
の
れ
い
ぞ
う
こ　
　
た
か
お
か 
ま
り
こ　
作

・
ぜ
っ
た
い
く
だ
も
の
っ
こ　
　
た
か
ど
の 
ほ
う
こ  

作

★
今
月
の
夜
間
観
望
会

４
日
㈮
～
５
日
㈯

北
極
星・す
ば
る・リ
ゲ
ル
ほ
か

11
日
㈮
～
12
日
㈯

ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
座
大
星
雲
ほ
か

18
日
㈮
～
19
日
㈯

す
ば
る・ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
座
大
星

雲・北
極
星

25
日
㈮
～
26
日
㈯

満
月
前
後
の
月・ペ
ル
セ
ウ
ス
座

二
重
星
団

・
入
館
時
間　
午
後
７
時
～
９
時

・
夜
間
曇
雨
天
の
場
合
は
閉
館

★
昼
間
の
一
般
観
望

黒
点
や
プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス
等
、太
陽

の
表
面
を
観
望
し
ま
す
。

金・土・日
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

★
毎
月
第
三
日
曜
は
家
庭
の
日

で
入
館
料
は
無
料
で
す

◆
お
は
な
し
だ
っ
こ・自
由
参
加

・
日
時　
12
月
３
日
㈭

・
対
象

　
①
１
歳
児
以
上
と
保
護
者

　
　
午
前
10
時
～
10
時
30
分

　
②
０
歳
児
と
保
護
者

　
　
午
前
10
時
45
分
～
11
時
15
分

・
内
容　
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
、わ
ら

　
　
　
　
べ
う
た
、指
遊
び
な
ど

　
※
兄
弟
で
の
参
加
は「
１
歳
児

以
上
」に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
お
は
な
し
の
時
間・自
由
参
加

・
日
時　
12
月
10・24
日
㈭

　
午
後
３
時
～
４
時

・
対
象   

幼
児

・
内
容　
紙
芝
居
・
絵
本
の
読
み

　
　
　
　
聞
か
せ
・
折
紙
ほ
か

◆
お
は
な
し
の
広
場・自
由
参
加

・
日
時　
12
月
12・26
日
㈯

　
午
前
11
時
～
正
午

・
対
象   

小
学
生

・
内
容　
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
、紙
芝

居
ほ
か

12
月
と
年
始
の
休
館
日

７
・
14
・
20
・
21
・
23
・
28
～

１
月
４
日

２
０
１
５（
平
成
２
7
年
）

12
月
号

発
行

日
　

平
成

２
7

年
1

2
月

１
日

編
集

者
　

尾
鷲

市
市

長
公

室
秘

書
広

報
係

〒
519-3696 三

重
県

尾
鷲

市
中

央
町

10
番

43
号

☎
0597-23-8132　

FAX0597-22-2111
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
ア

ド
レ

ス
　

http://w
w

w
.city.ow

ase.lg.jp/ N
o.742

広
報

▲

防災行政無線の放送内容は、通話料無料のフリーダイヤル 0120-920-999 で聞くことができます !!

人　の　動　き
（10 月末現在）

　人　口 19,183 人　（ 前月比 -33 ）
  　（男 8,921 人　女 10,262 人）

　世帯数 9,754 世帯  （前月比 - ９）
　転　入    34人　 　  転　出  37 人
　出　生　 ５人　　   死　亡  27 人

その他   - ２ 人　  （住民基本台帳）

「広報おわせ」は、再生紙・植物油インキを使用しています。

お
わ
せ

今
月
の
お
す
す
め
図
書

天
文
科
学
館 

☎
�
０
５
２
５

図
書
館　
☎
�
８
２
８
２

編
集
後
記


